
3釧路市立博物館館報 № 433（2024．3）

はじめに
　釧路湿原の南部地域において、2023年にオオジシギの個
体数調査を行なった。対象地域を三次メッシュに従い208
区画に分け、繁殖期にディスプレイ飛行などで確認できた
個体数をまとめたところ、全域で261羽を確認した。同様
の個体数調査はこれまで行なわれたことがなく、生息地の
保全などの基礎資料になるものである。

背景
　オオジシギ　Gallinago　hardwickii　は、環境省のレッドリ
ストで準絶滅危惧種（NT）に指定されている（環境省
2020）。繁殖地は世界的に見てもほぼ日本に限られ、それ
も北海道が主な繁殖地となっている（河井大輔ほか2003）。
越冬地はオーストラリアで、長距離の渡りをする鳥類とし
て注目されているが、釧路地域では珍しい鳥とは言えない
ことから、生息状況の調査はあまり進んでいない。
　しかし（公財）日本野鳥の会によれば、2017年に苫小牧
市の西に位置する勇払原野西部で行なった調査で77羽を確
認し、環境の変化が大きい場所もあるためか、同地域で
2001年に行なった結果の107羽と比較して個体数がおよそ
30％減少したと報告された（日本野鳥の会2017）。このよ
うに、地域では普通の種とみなされている鳥も、気づかな
いうちに減少傾向にあることが考えられる。これらの状況
もありIUCN　レッドリストでは、急激に個体数が減少した
という理由で2022年、カテゴリーが低懸念（LC）から準絶
滅危惧種（NT）にランクアップされ、近年は世界的にその
生息が非常に危ぶまれている（IUCN2022）。
　一方で、自然エネルギーの活用が推進されていることか
ら太陽光発電施設が増え、釧路湿原南部の平坦地ではメガ
ソーラーと呼ばれる大規模な太陽光発電施設が造られ、ま
た計画もされている。これに危機感を持った釧路自然保護
協会など地元の環境保護団体が、2023年３月に釧路市長に
対して「釧路湿原周辺における太陽光発電事業に関する意
見および再生可能エネルギーと地域共生のための実効性の
ある釧路市条例の制定に向けた要望」を提出している。こ
の中で生息が脅かされる可能性のある希少動物種としてタ
ンチョウやキタサンショウウオなどオオジシギを含む６種
が列挙されているところ、オオジシギ以外の種に関しては
当該地域での生息状況がある程度把握されているが、本種
に関しては調査報告がごく少なく、全域での分布と個体数
の調査は近年行なわれたことがない。
　このため日本野鳥の会釧路支部が中心となり、当該地域

での生息の現況を明らかにしたいと考え、本調査を行なっ
た。

調査方法
　調査は2023年６月１日から６月29日までのオオジシギの
繁殖期に行なった。釧路市（旧釧路市のほぼ全域）と釧路
町の一部、白糠町の一部を含む一帯を釧路湿原南部地域と
した。この全域について、基準地域メッシュ（三次メッシュ：
約１キロ×１キロメートル、以下メッシュと言う）ごとに
担当する調査員が、スポットセンサスまたはロードセンサ
スもしくは両方で、①ディスプレイ飛行②ディスプレイ
コール③個体の視認、により確認された個体数を記録した。
各メッシュでの調査時間は、20分間を基本とした。同一
メッシュで２回以上調査した場合には、最も多かった観察
個体数をそのメッシュの値とした。大雨や強風などの悪天
候は避け、オオジシギの行動が盛んになると思われる早朝
（夜明けから午前８時30分まで）の時間帯に調査を行なっ
た。確認には、８倍程度の双眼鏡も使用した。なお、オオ
ジシギのディスプレイは比較的発見しやすく、鳴き声も特
徴的であるため、調査員が異なることによる発見数の差は
少ないと想定される。
　個体の確認調査と同時に生息環境把握のため、メッシュ
内の主な植生を①草地・牧草地、②湿原・ヨシ原、③その
他、に分けて記録した。

結果
　調査した208メッシュのうち117メッシュでオオジシギが
確認された。個体確認した総数は261羽であった。１メッ
シュの中で確認された個体数は、１羽のことが最も多く、
次いで２羽であったが、オオジシギはこの時期には複数の
個体が群れになって飛行することもあって、最大で14羽確
認されたメッシュもあった。
　各メッシュで確認された個体数を図１に示した。なお、
湿原南部地域とされるうち、近づける道路のない湿原、丘
陵地、および生息の可能性が少ない市街地などでは調査対
象から除外したメッシュもある。
　環境分類では、湿原・ヨシ原（65メッシュ）でメッシュ
当たりの個体数が一番多く、１メッシュ当たり平均2.0羽、
ついで草地・牧草地（73メッシュ）の1.6羽であった。その
他（70メッシュ）は林地、丘陵地、港湾、宅地などを含み、
１メッシュ当たりの個体数は0.2羽と他の環境に比べて少
なかった。
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まとめと考察
　本調査により、釧路湿原南部地域におけるオオジシギの
分布状況ならびに確認個体数が記録された。ただし、オオ
ジシギの繁殖形態には不明な点があり、ディスプレイ飛行
などをしていた個体が雄で、同数の雌個体が生息している
と判断して個体数を推定することはできないと思われる。
　分布の地理的な傾向は、調査範囲の西側と北側で多く、
南東側は少ないが、市街地周辺でも生息している場所は
あった。これは、オオジシギが好む環境であれば、市街地
付近であっても生息が可能であることを示している。
　植生の違いによる生息状況を詳しくみると、湿原・ヨシ
原で最も確認数が多かったが、純粋なヨシ原ではあまり多
くなく、それよりやや乾燥した湿原環境で確認数が多い印
象を受けた。次いで僅差で草地・牧草地での個体数が多かっ
たが、良く整備された牧草地では確認が比較的少なく、放
棄された牧草地やいわゆる原野に多い印象だった。これら
は今後、環境分類をさらに細分化して調査することで、オ
オジシギに好適な生息環境が解明できると期待される。ま
た今回の結果は、前出の日本野鳥の会の報告で「荒地で密
度が高く、次いで農地・河川等となっており、生息地とし
て草地や湿地が重要である」とした考察と合致するもので
あった。
　今回、近づける道路がないなどのメッシュでは調査が行
なえなかったが、現在は植生のGISマップもあることから、
未調査のメッシュについては近隣メッシュの結果から推定
数を算出して、全域の生息推定数を求めることも可能であ
ると思われる。
　調査の方法については、同じ調査日でも早朝（５時）と
やや遅い朝（７時）では大きく確認個体数が異なるメッシュ

があったので、今後調査を実施する上では検討すべき課題
であった。
　釧路のオオジシギに関する既存の調査としては、2004年
に釧路市が「身近な生きもの野鳥調査」を旧釧路市の全域
で行ない、報告書が公表されている。その中でオオジシギ
も対象種に含まれており、旧釧路市内のほぼ全域を、本調
査とは若干異なるが同様の区画（ブロックと称し、約１キ
ロ×1.5キロメートル）の中で生息を確認したかどうかを
記録している。その結果、全116ブロックのうち95ブロッ
ク（82％）で確認があり、「市街地や港湾地域以外のほぼ全
域で確認された」と総括されている（釧路市2004）。ただし
この調査では、残念ながら確認数は記録されていない。
　この調査のブロックを今回の調査のメッシュに重ねて結
果を読み替えたところ調査対象は182メッシュとなり、そ
のうち139メッシュ（76％）でオオジシギの生息が確認さ
れたことになった。一方今回の調査では、同じ旧釧路市内
区域の154メッシュ中では91メッシュで確認できた（59％）。
調査期間や調査回数が2004年のものとは異なるため、単純
な比較はできないとしても、この比較からは、19年間でオ
オジシギの生息地が減少したことがうかがえる。
　2004年に確認されたが2023年に確認できなかったメッ
シュは34カ所あり、この傾向を見ると、東部の海岸近く、
釧路市街地の北寄りの地域、大楽毛周辺、新野の北寄りな
どであった（図２）。渡り鳥は一般に、繁殖地と越冬地を
ピンポイントでそれぞれの個体あるいは小集団が使ってい
ると考えられており（樋口2016）、オオジシギでも同様の
事例が確認されている（日本野鳥の会2020）。本種の越冬
地であるオーストラリア東部で2019年に起きた異常気象
（乾燥と高温）および大規模森林火災では、被害を受けた

�

�
ᅗ㸯� 㸱ḟ࣓ࢠࢩࢪ࢜࢜ࡢ࡜ࡈࣗࢩࢵ☜ㄆಶయᩘ�

1   2   0   2   2   1   0   0           0                   0           0 

1   1   1   0   1   1   5   6   3   0   0                       0   3   0       1 

0   2   1   1   1   2   1   3   1   2       1   0               2   2           1   1   1   0 

 1   5   1   4   0   3   0   2   2   3   0   0   0   1           1   0           1   1 

2   0   1   2   0   1   1   0   1   0   1               0   1   1       0   1   1   1           1 

    0   0   1   2   5   1   4   3   3   2   4               9   1   2   2   2               1 

    0           0   3   2   3   1   3   3   2   7   0   0   2   3   7  13   2               0 

2   1               2   0   9   4  14   2   1   0   0   0                   1       1   1 

2   3       0   1   4   0       3   2   0   0   0   0   0           0   0   0           0       1 

0   0   0   1   1   0   0       1   0   1   1   0   0   0           0   0   3       1 

                                                    0                   1   3   1   0   0   0   0 

                                                                    0   0   1   1   0   0   0   0 

                                                                0   0       1               2 

0   0   0   1       1           0   0   0 

         0   0   0   0   0   0       0 

                                                0 

                             0   0   0   0   0 

図１　３次メッシュごとのオオジシギ確認個体数
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集団が見られなくなり、同国のRDBカテゴリーがLC（低
懸念）からVU（絶滅危惧Ⅱ類）に２ランク上がった
（Stephan　et　al　2020）。北海道全域での推定個体数も、2018
年に約35,000羽だったものが2020年には20,000羽へ減少
し、2022年になっても個体数は回復していない（浦ほか
2022）。釧路地域でもその影響を受け、地点によっては繁
殖地としての環境変化が明らかでないにもかかわらず記録
されなくなったという可能性もある。また市街地周辺では、
以前は生息していたが、繁殖が成功しないことが続いて、
結局その個体の寿命とともに生息が確認できなくなったと
いう可能性がある。大楽毛周辺の地域では、自動車道の開
設などの環境変化も理由として考えられる。また西部の牧
草地帯については、圃場がきれいに整備されたり、デント
コーンの圃場に改変されたりしたために生息にあまり適さ
なくなった可能性もある。
　逆に2004年には確認できなかったものの、2023年に新た
に確認されたメッシュは８カ所だった。主なメッシュは釧
路西港から新大楽毛にかけて、また山花地区だった（図２）。
前者では港湾の後背地が草地状態となって新たな生息適地
になったこと、後者では牧草地が古くなったり放棄された
ことにより生息に適するような草地になったことも可能性
として考えられる。いずれにしても増減については、繁殖
地の環境変化とともに、越冬地での状況が関係していると
考えなければならない。
　今回オオジシギの分布と個体数が実地調査で記録された
ことで、これから時間の経過とともにどのような変化が見
られるか、たいへん興味のあるところである。今回の調査
は、本種の生息地保全のための重要な基礎資料になったと
言える。
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図２　新たに確認できたメッシュ（○）　　確認できなくなったメッシュ（×）


